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Ⅰ 第7次NACCS更改の開発コンセプトおよび検討体制等について

2

Ⅱ システムの安定稼働（システム構成等）

Ⅲ システム処理方式関係

Ⅳ 業務仕様

Ⅴ 最新技術の導入・各種デジタルプラットフォーム
（貿易情報基盤）との連携

Ⅵ 第7次NACCSへのシステム移行

Ⅶ 開発スケジュール



Ⅰ 第7次NACCS更改の開発コンセプト
および検討体制等について
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関係省庁システム
との連携

☑ 貿易管理サブシステムの統合（2020年6月）により、関係省庁
システムとの統合完結

☑ 効率性・経済性の高い公共的インフラへの期待

最新技術の動向

☑ 仮想化・クラウド、ＡＰＩ・ＲＰＡ・ＡＩ、
ビッグデータ、ブロックチェーン、ＩｏＴ

☑ 利用者の利便性向上につながる機能の拡充

新たなデジタル
プラットフォームの動向
☑ ブロックチェーン技術等を活用した貿易情報連

携基盤の実現に向けた動き
☑ グローバルサプライチェーンの進展への期待

日本政府の動向
（「電子政府」から「デジタル・ガバメント」へ）

☑ デジタル・カバメント実行計画の策定
☑ 港湾の電子化（サイバーポート）の推進

利用者からの更なる期待
☑ 行政手続システムとしての信頼性・安定性
☑ 総合物流情報プラットフォーム機能の充実
☑ 自社システムとNACCSの連携による社内業務

処理の効率化
☑ 様々な業務処理の標準化・統一化

より安定性・信頼性の
高いシステムの確保

☑ 安定性・信頼性が確保されたシステムの継続
☑ 情報の適正管理と情報セキュリティの確保
☑ 大規模風水害の頻発も踏まえたBCPの確保

NACCS
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I-１ NACCSを取り巻く環境の変化



プログラム変更について
【前提条件】

☑ NACCSは行政・貿易手続業務の遂行に必要不可欠な「ミッションクリティカル・システム」
☑ 安定稼働の確保のための信頼性・可用性・保守性の向上
☑ 経済性（コストの低減、効率的で簡素）と利便性（機能の拡張）の両観点を踏まえた検討
☑ グローバルサプライチェーンの進展に伴ったシステムの進化
☑ 利用者の影響を考慮した最新技術の応用への取り組み
☑ 各種貿易情報連携基盤構築に関する動向の注視とシステム連携の可能性の精査

①官民共同利用システム
として、安定性・信頼性の

高いシステム

第６次ＮＡＣＣＳ

第７次ＮＡＣＣＳの開発コンセプト

環境の変化に応じた
+αのコンセプトを追加

②公共的インフラとして、
効率性・経済性の
高いシステム

④国際物流に関連した
最新技術の応用・
周辺の貿易情報基盤
との連携の可能性

③総合物流情報
プラットフォーム

としての
更なる機能の充実

※ 中期経営計画（2018年度～2020年度）に沿って、第6次NACCSの開発に当たり掲げた3つのコンセプト（①～③）を引き続き
追求するとともに、④のコンセプトを加え、「安定性」と「先端性」のバランスを図りながら開発を進めていきます。
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I-２ 第7次NACCS開発コンセプト



プログラム変更について 情報処理運営協議会

第7次NACCS更改専門部会

通関業者（６）
混載・通関・代理店（７）
損害保険会社（３）
輸出入者（２）
税関（３）
NACCSセンター（１）

輸出入通関ＷＧ

航空会社（４）
空港保税蔵置場（４）
混載・通関・代理店（７）
機用品業者（１）
輸出入者（２）
税関（３）
NACCSセンター（１）

航空保税・貨物WG

船会社（４）
船舶代理店（２）
海上保税蔵置場（６）
CY （７）
海貨業者（２）
NVOCC （２）
輸出入者（２）
税関（３）
NACCSセンター（１）

海上保税・貨物WG

輸出入者（４）
通関業者（９）
損害保険会社（２）
銀行（１）
税関（２）
ＮＡＣＣＳセンター（２）

航空会社（４）
空港保税蔵置場（３）
混載・通関・代理店（７）
機用品業者（１）

船会社（４）
船舶代理店（２）
海上保税蔵置場（９）
ＣＹ（７）
海貨業者（４）
ＮＶＯＣＣ（２）

（ ）書きは委員数
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I-３ 第7次NACCS更改の検討体制



プログラム変更について
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【参考Ⅰ】更改専門部会および合同WG開催実績一覧

開 催 日 議 題

第1回
専門部会

2019年8月8日

・NACCSの更改について
・開発コンセプトと検討事項
・ＷＧにおける個別検討事項
・専門部会等の開催日程と進め方

第1回
合同ＷＧ

2019年8月8日

・業務仕様の考え方
・オンライン業務の統廃合
・WebNACCS対象業務の拡大
・インターネット経由の新たな自社システム
接続方式

・メール処理方式の廃止
・国際連携機能と各種デジタルプラット
フォーム連携について

第2回
合同ＷＧ

2019年9月12日

・管理統計資料の見直し
・ユーザーインターフェースの見直し
・モバイル端末への対応
・デジタル証明書の見直し
・ＧＷ配下用パッケージソフトの廃止
・ＥＸＣ（非同期）型対象電文の見直し
・最新技術の実用性
・システム制限値の見直し
・貨物状況通知サービスの提供
・システム対象業務の見直し

第3回
海上
保税・
貨物WG

2019年10月9日

・ACL情報登録業務の改善
・船会社船舶受委託関係の見直し
・輸出コンテナ総重量証明（VGM）対応
・システム対象業務の見直し
・次期システムへの移行方針
・定期保守の見直し
・システムの信頼性について
・EDI仕様（電文形式）
・EDIFACTのバージョンアップ対応

開 催 日 議 題

第3回
航空
保税・
貨物WG

2019年10月10日

・システム対象業務の見直し
・次期システムへの移行方針
・定期保守の見直し
・システムの信頼性について
・EDI仕様（電文形式）
・EDIFACTのバージョンアップ対応

第3回
輸出入
通関WG

2019年10月10日

・添付業務の見直し
・システム対象業務の見直し
・次期システムへの移行方針
・定期保守の見直し
・システムの信頼性について
・EDI仕様（電文形式）
・EDIFACTのバージョンアップ対応

第4回
合同ＷＧ

2019年11月14日

・関連システム一覧
・海上SW業務（入出港業務）の見直し
・利用申込手続きの改善
・法人番号による業務対応
・税関関係業務の見直しについて

第5回
合同WG

2019年12月11日 ・第7次NACCS基本仕様書（案）

第2回
専門部会

2020年1月16日 ・第7次NACCS基本仕様書（案）



第7次NACCS基本仕様に関する
ご意見・ご質問等につきましては、

下記メールアドレス宛にご連絡願います。
↓

setsumeikai-v7@naccs.jp

８

【参考】第7次NACCS 問い合わせ先・関連ウェブサイト（NACCSホームページ）

第7次NACCS基本仕様に関する
「更改専門部会・WG」における議論の内容や

「基本仕様書」本文につきましては、
以下NACCS HPに掲載しておりますので、

是非一度ご参照下さい。
↓

https://www.naccs.jp/archives/7g_naccs/index.html



次回は

Ⅱ システムの安定稼働（システム構成等）

です。
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